６　帆立貝漁
貝殻年

　鳥取県では、昔から、周期的に帆立貝（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いたや),板屋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がい),貝)）が大発生して大豊漁することが何度かあったが、このような年を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいがら),貝殻)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どし),年)」と呼んでいた。記録によると次の年が挙げられる。

　延享4年（1747）大漁　他国へ移出す（御船手御定）

　文政元年（1818）大豊漁（藩史殖産商工志）

　　　7年（1824）同　　（　同　　　　　）

　天保5年（1835）泊、青谷灘帆立貝大漁、此地の繁栄言語に絶えたり（県史天保厳秘録）

　　　7年（1837）大豊漁（「藩史」殖産商工志）

　　　8年（1838）同　　（　同　　　　　）

　嘉永6年（1853）同　　（「県史」近代・水産業）

　安政元年（1854）同　　（「藩史」殖産商工志）

　　　2年（1855）同　　（　同　　　　　）

　　　3年（1856）同　　（　同　　　　　）

　明治4年（1871）同　　（「県史」近代・水産業）
　　　5年（1872）同　　（　同　　　　　）

　　　6年（1873）同　　（　同　　　　　）

　　　22年（1889）同（「泊村年譜」）

　　　35年（1902）同（「県史」近代・水産業）

　大正14年（1935）同　（「泊村年譜」）

　昭和4年（1927）同　　（　同　　　）

　貝殻年は、昭和４年の大豊漁が最後である。

貝殻漁
　話によると、板屋貝の発生は、鳥取全域の沖合いではあるが、泊沖がその中心であったとのことである。貝の発生状況を知るのは、ほかの魚を取るEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のべなわ),延縄)に貝がかかるので、その数で感知する。

　泊の漁場は、西北沖へEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろ),櫓)をこいで約1時間（4キロメートル）、泊港とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅう),鷲)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼうさん),峰山)とを結ぶあたりで「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょ),鋤)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れん),廉)」を2個海底に入れ、6丁EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろ),櫓)または8丁櫓、あるいは帆でこぐのである。

貝殻むき

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とう),唐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まい),米)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふくろ),袋)または、石炭箱に貝を入れて作業場にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),揚)げる。老若男女子供にいたるまで、小刀で貝をむき、身を取り出し、黒身（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ないぞう),内臓)）を切り放し捨て、白身（貝柱）を残す。
　貝柱に着いている「なめ」・「ぬた」を洗い落とすため、大きな「そうけ」に入れてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆす),揺)りながら水をかける。これを何回も繰り返す。この時は「生」である。

　干身は、ゆでたものを天日で乾かしたもので、昔は、これを俵につめて長崎まで送り、「長崎EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たわらもの),俵物)」として中国に輸出された。

　昭和4年の貝殻年の労賃は、男（こぎ手）が7～8円、女（貝あけ）が4～5円、老人や子供は手伝いで女の取り分に入る。そのころ、京阪神の魚屋や公設市場では、氷詰めの生身やゆで身が、百匆（370グラム）が8銭～10銭でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はか),量)り売りされていた。当時の米価は、1升が33銭～37銭であった。
　なお、帆立貝関係資料は「近世資料編」に集めている。
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